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後では孔周辺に巾の狭い微小堤や線毛が混在してみられ，生後 2 日まで残っているが，生後 3 -7 で線
毛が消失し，巾の狭い微小堤となり，生後 8 -13日で微小堤の巾が次第に広くなり，生後14日以後では
後鼻孔から総鼻道の尾側部にわたって巾の広い微小堤が認められるようになる。この巾の広い微小堤部
と線毛のみからなる鼻腔粘膜との聞は巾の狭い微小堤のみからなる部によって隔てられ，成熟マウスに
みられるものと同じ所見を示すようになる。また光顕および透過電顕所見との対比により検討した結果，
鼻腔側粘膜上皮表面でみられた点状の密な微繊毛から線毛への変化には上皮細胞内に現れる中心子が関
係しているようであり，口腔側粘膜上皮表面での巾の狭い微小堤から巾の広い微小堤への変化は上皮表
層細胞の角質化と関係があることが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は二次口蓋発生の全過程にわたって，口蓋の口腔側と鼻腔側の表面微細構造を観察するととも
に，これが上皮角化とどのような関係にあるかをマウスを用いて形態学的に検討したものである。
その結果，外側口蓋突起癒合後は上皮自由表面に疎に分布していた微繊毛が次第に密となり，鼻腔側
では線毛に，口腔側では微小堤に変化することを明らかにした。また，胎齢17日では，口腔側は大部分
巾の広い微小堤をもっ粘膜上皮でおおわれているが，その尾側では後鼻孔附近において線毛をもっ粘膜
上皮に移行していた。そして，その移行部は経目的に尾側に移動し，後鼻孔を経て，鼻腔側を吻側に向
い，生後 8 日には鼻腔側後部に達することを明らかにした。さらに口腔側での巾の狭い微小堤から巾の
広い微小堤への変化には上皮表層細胞の角質化が関与していることが示唆された。
以上の知見は二次口蓋発生の形態学的動態を知る上で重要な基礎資料となりうるものであり，価値あ
る業績と認められる。よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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